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問題Ⅰ 次の文章を読んで、後の問いに答えなさい。 

SNSを見ていると、言葉のちょっとした解釈の違いで対立が起こる場面アを頻繁に目撃します。 

たとえば、ニュース記事の見出しに、 「勉強しない大学生 その実態を探る」のような表現があった

場合、人々の間で解釈が割れがちイです。まず、「これはおかしい。大学生がみな勉強しないなんて、勝

手に決めつけないでほしい」と言う人が出てきます。するとそれに対して、「 ウ 」と反論する人も現

れます。 

そこでお互いに「もしかしたら、相手の言うような解釈もあるかもしれない」と立ち止まればいいエの

ですが、私が見るかぎりでは、どちらも「自分が正しい」と言って譲らないケースが多いようです。 

ところでみなさんは、「勉強しない大学生」という表現を、どのように解釈しましたか?  

これを見て、「大学生はみな勉強をしないと決めつけている」と思いましたか? 

それとも、一部の大学生に限った話だと思いましたか? 

答えを言ってしまうと、「勉強しない大学生」という表現には両方の解釈があります。ここでカギと

なるのは、「勉強しない」と「大学生」の修飾関係です。これらの関係をどのように捉えるかによって、

次の二通りの解釈が出てきます。 

 

「勉強しない大学生」 

解釈1: 「 A 」(→大学生全般が勉強しない) 

解釈2: 「 B 」(→勉強しないのは、大学生の一部である) 

 

言語学の立場から眺めれば、この例に限らず、私たちが発する言葉のほとんどは曖昧で、複数の解釈を

持ちますオ。しかし、私たちはなかなかそのことに気がつかず、自分の頭に最初に浮かんだものを「たった

一つの正しい解釈」と思い込む傾向があります。世の中には、考え方が違いすぎるあまり、まったく対話が

できない人たちがいることは確かです。しかしその一方で、ものの考え方はそう変わらないのに、言葉の解

釈の違いだけで対立してしまうケースも少なくありません。SNS上のやりとりを眺めていて、 「言葉のすれ

違いさえなければ、この人たちはもっと分かり合えたかもしれないのに」と残念に思ったことは、一度や二

度ではありません。 

言葉のすれ違いを察知し、ある程度の対処ができるようになるには、言葉を「多面的に見る」ことが必

要になってきます。 その際に役立つのは、「 C 」についての知識です。曖昧さの要因が頭に入っていれ

ば、「もしかしたら私の言葉は誤解を与えるかも」とか、「もしかしたら相手は、私が思っているのと違う

意味でこう言っているのかも」などと考える余裕が出てきます。 

 

＊問題本文は著作権法上の理由から記載することができません。上記出展箇所をご確認ください。  

研 究 科 名 科  目  名 

文学研究科 

国際言語教育専攻 
日本語 （No.1） 

 

川添愛(2023)『世にもあいまいなことばの秘密』ちくまプリマー新書、4-6 
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問1   アが生じる原因を簡潔に説明するとどうなるか。本文中の言葉を用いて説明しなさい。 

 

問2   イと同じ用法のものを①～④の中から選び、その用法を説明しなさい。 

① このままでは、がちでやばい。 

② 余ったものを早いものがちで配ることにした。 

③ ゲームで一人がちしたので、友だちからうらまれた。 

④ 最近病気がちで、あまり元気がない。 

 

問3 「 ウ 」に適切な反論の言葉を選び、それを選んだ理由を述べなさい。 

① 勉強しない大学生が多すぎるから、しかたがないでしょ 

② 大学生がみな勉強しないなんて書かれてないし、一部の大学生に限った話でしょ 

③ まじめに勉強する学生がほとんどいないんだから、当然のことじゃないの 

④ 勉強しない大学生の実態について知りたい人なんて、いないんじゃない 

 

問4   エは具体的にどのようなことをすることか、説明しなさい。 

 

問5 「 A 」、「 B 」に適切なものを次の中から選んで、記号で解答しなさい。 

① 大学生のうち、勉強しない人たち 

② 大学生と言っても、勉強しないわけではない 

③ 勉強をしない、大学生というもの 

④ 勉強しないのは、大学生にかぎらない 

 

問6   オに当てはまる例を2つ考えて、説明しなさい。 

 

問7 「 C 」に当てはまる言葉を考えて、書き入れなさい。 

 

問8 この文章によって、筆者が何を言おうとしているのか、説明しなさい。 

  

研 究 科 名 科  目  名 

文学研究科 

国際言語教育専攻 
日本語 （No.2） 
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  問題Ⅱ 次の文章を読んで、後の問いに答えなさい。 

日本史を紐解
ひ も と

くと、種子島に最初のポルトガル人が漂着してからほどなく、1549 年に来日したザビエルは、た

ちまち日本各地で何万人もの日本人をキリスト教信者に改宗させたと、彼の「偉業」を讃
たた

える類書が少なくない。 

私が前々から疑問に思っていたのは、キリスト教の教義を日本人に理解してもらうにはザビエルのみならず、ど

の宣教師とて高いレベルの日本語能力が求められたにちがいなかったのに、彼らに果たしてその能力が備わって

いたのかどうかを（ ア ）。そこで飛び出すのが、少なくともザビエルにかんしては、「語学の天才伝説」で

ある。私が知るかぎり、同じイエズス会士ブウール神父の書いた『聖フランシスコ・ザビエル伝』（初版 1756

年）等を読むと、この伝説がまかり通っていたイことがわかる。 

「ザビエル＝語学の天才伝説」の揚げ足をとったのはイエズス会嫌いで、無類の毒舌家ヴォルテール（1694-1778）

だった。「(ザビエルの)手紙の中で、《私はこの国民を少しも理解しないし、彼らも私を少しも理解しない。わ

れわれは子供のように（日本語の）初歩を学んでいる》、とザビエルは言っている。（中略）ヴォルテールの尻

馬に乗るわけではないのだがウ、ザビエル本人が日本語にてこずっていると告白しているのだから、ここは彼の

日本語の能力不足を素直に認めたほうがよいと私は思うだけである。 

ところで、ヨーロッパからインドへの布教に旅立ったザビエルは、滞在中のマラッカで、日本から逃亡してきた

通称アンジローと出会うのである。ポルトガル語を若干理解したアンジローから彼らは日本の風俗習慣を学んだ

上に、日本でのキリスト教布教にぜひとも必要な訳語をアンジローから聞き出そうとしたであろう。つまりラテ

ン語とポルトガル語の Deus にどの日本語を当てるかという最初の難題につきあたったのだ。 

出自からも正規の教育を受けたとは思えないアンジローは、彼の生まれ育った周辺で耳にしていた「大日」なる

語が Deus に相当するだろう、とザビエルらに暗示したらしい。（中略） 

いずれにせよ、来日早々の頃のザビエルらは Deus の訳語として「大日」を用い始めるが、まもなく「大日」は

真言宗の「神」を指す用語にすぎないことが判明しただけではなく、代わりに使い出した「デウス」は場所によ

っては「大嘘（ダイウソ）」のように聞こえてしまい、民衆の失笑をかうエという始末だった。 

最後に、ザビエルらが Deus を「大日」と訳したような誤りがどうして生じたのか―彼らの精神的・文化的バッ

クグラウンドとして以下二点を指摘しておきたい。 

第一に、西洋人の中には、ラテン語を祖語とするヨーロッパ語とはいかなる関連ももたない東洋の諸言語は、ヨ

ーロッパ諸言語間のように等価交換が成立しえないオ事実に気づくのに時間のかかる人が意外と多い点である。 

第二に、一神教としてのキリスト教を布教したい西洋の宣教者にはありがちなことだったが、彼らの中には世界

のどこでも「Deus の御言葉は伝達可能である」という全幅の信頼を捨てきれない人たちが多かったにちがいな

い点も見落としてはならないであろう。 

 

＊問題本文は著作権法上の理由から記載することができません。上記出展箇所をご確認ください。 

  

研 究 科 名 科  目  名 

文学研究科 

国際言語教育専攻 
日本語 （No.3） 

市川慎一（2004）「ザビエルと Deus の訳語「大日」」『月刊言語』vol.33,No.12. 
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問1  （ ア ）に入る適切な文を、以下の①から④の中から選びなさい。 

① 宣教師たちは努力を重ねたのだ。 

② 問われるのはまれな点なのだ 

③ 広く知らせなければならないのだ。 

④ 通訳者の存在を抜きには語れないはずなのだ。 

 

問2    イと同じ意味になる文を、以下の①から④の中から選びなさい。 

① 当たり前のようにみんながそう思っていた 

② 多くの情報が隠されて流されていた 

③ 本当のことが本当でないように話されていた 

④ 一番重要な情報が抜けたまま話が流れていた 

 

問3    ウはどのようなことを意味しているか、自分の言葉で説明しなさい。 

 

問4    エと同じ用法になる文を、以下の①から④の中から選びなさい。 

① 体調が悪いので、くすりをかう 

② 村の生活を良くするために、ロバをかう 

③ 上司から入社以来、絶大な信頼をかう 

④ どろぼうが入らないように、かんぬきをかう 

 

問5    オはどのようなことを意味しているか、自分の言葉で説明しなさい。 

 

問6  この文章によって、筆者が何を言おうとしているのか、説明しなさい。 

 

 

  

研 究 科 名 科  目  名 

文学研究科 

国際言語教育専攻 
日本語 （No.4） 



解答または解答例： 

Answer Keys or Examples： 

問題Ⅰ 

問１ 修飾関係があいまいなために複数の解釈が生じるから。 

問２ ④ よくない傾向が強いことを意味する。 

問３ ② 大学生全員が勉強しないと言っているわけではないから。 

問４ 自己主張にこだわるのではなく、相手の意見について考えること。 

問５ Ａ：③   Ｂ：① 

問６ （二重解釈できる例を 2 つとその説明） 

※これでけっこうです／大丈夫です／わたしが好きな人・・・など何でもよい 

問７ 「曖昧さがどういうときに起こるか」  ※文意が通じればよい 

問８ 言葉はさまざまな解釈ができる場合が多いから、自分の言葉が誤解を与えるかもしれない、相

手の言葉には違う意味があるのかもしれないというように多面的に考えるようにすることがす

れ違いを防ぐことになる。 

 

 

問題Ⅱ 

問１ ② 

問２ ① 

問３ ヴォルテールの言っていることと同じようなことを言う・その意見に同調する etc. 

問４ ③ 

問５ 東洋の言語と西洋の言語は、文法や意味のみではなく、文化や宗教や常識などの背景世界が違

うので、同じように解釈することはできない 

問６ 有名なザビエルがどのように布教をしたのか、日本語能力の側面からの記述がないが、実際に

はかなりの苦労があったはずで、その１つとして、最も重要な「神」という言葉の翻訳でさえ

かなりの行き違いがあり、単なる言葉の置き換えではなく、背景的な知識が必要だ。 

 

出題意図： 

Intent of Questions： 

問題Ⅰ 

語の意味は絶対的なものではなく、文脈や場面などによって違ってくるという言語研究や言語

教育にとって基本的なことを認識していることと同時に、言葉について書かれた平易なエッセ

イを正確に読み解く日本語能力があるかどうかを判定する 

 

問題Ⅱ 

日本語教育関連の中で、日本語教育史も問われるべき知識なのだが、多くの学習者は文法や音声

など、日本語の構造のほうの学習に偏っている。日本語教育史の文章で、慣れない語彙を読みな

がら、どれくらい内容が理解できるのかを問い、日本語の文章読解の能力を測ろうと意図してい

る。 

 

 


